
35 

７７  入入
にゅう

学学
がく

考考
こう

査査
さ

料料
りょう

及及
およ

びび授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

等等
とう

ににつついいてて  
（１）入

にゅう

学
がく

考
こう

査
さ

料
りょう

・入
にゅう

学
がく

料
りょう

・授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

              （令
れい

和
わ

６年
ねん

４月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

） 

区
く

   分
ぶん

 入
にゅう

学
がく

考
こう

査
さ

料
りょう

 入
にゅう

 学
がく

 料
りょう

 

授
じゅ

   業
ぎょう

   料
りょう

（注
ちゅう

１） 
（通

つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

は通
つう

信
しん

教
きょう

育
いく

受
じゅ

講
こう

料
りょう

） 

年
ねん

   額
がく

 納
のう

入
にゅう

回
かい

数
すう

 １回
かい

の納
のう

入
にゅう

額
がく

 

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

 2,200円
えん

 5,650円
えん

    118,800円
えん

 

２回
かい

 

(注
ちゅう

２) 

第
だい

１回
かい

： 

年
ねん

額
がく

の３/１2 

第
だい

２回
かい

： 

年
ねん

額
がく

の９/１2 

定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

 950円
えん

 2,100円
えん

    32,400円
えん

 

定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

 
（ 単

たん

位
い

制
せい

） 
950円

えん

 2,100円
えん

 
１単

たん

位
い

当
あ

たり 1,740円
えん

 

×履
り

修
しゅう

単
たん

位
い

数
すう

 

通
つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

 950円
えん

 500円
えん

 
１単

たん

位
い

当
あ

たり  336円
えん

 

×履
り

修
しゅう

単
たん

位
い

数
すう

 

 
（注

ちゅう

１） 平
へい

成
せい

２６年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

から、高高
こう

等等
とう

学学
がっ

校校
こう

等等
とう

就就
しゅう

学学
がく

支支
し

援援
えん

金金
きん

制制
せい

度度
ど

が導
どう

入
にゅう

されました。就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

制
せい

度
ど

 
とは、区

く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

の課
か

税
ぜい

標
ひょう

準
じゅん

額
がく

×６％－区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

の調
ちょう

整
せい

控
こう

除
じょ

の額
がく

（※）が３０４,
２００円

えん

未
み

満
まん

（年
ねん

収
しゅう

目
め

安
やす

約
やく

９１０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

）の世
せ

帯
たい

の生
せい

徒
と

が申
しん

請
せい

を行
おこな

い、受
じゅ

給
きゅう

認
にん

定
てい

された場
ば

合
あい

、学
がっ

校
こう

に 就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

を支
し

給
きゅう

することで、その生
せい

徒
と

の授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

等
とう

が無
む

料
りょう

になる制
せい

度
ど

です。

返
へん

済
さい

の必
ひつ

要
よう

はありません。たただだしし、、支支
し

給給
きゅう

手手
て

続続
つづき

をを行行
おこな

わわなないい場場
ば

合合
あい

はは、、授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

ををごご負負
ふ

担担
たん

いいたただだ

くくここととととななりりまますす。。 
また、既

すで

に高
こう

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

したことがある方
かた

及
およ

び修
しゅう

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

（全
ぜん

日
にち

制
せい

３６か月
げつ

、定
てい

時
じ

制
せい

４８か月
げつ

） 
を超

こ

えて在
ざい

学
がく

している方
かた

については、就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

の対
たい

象
しょう

者
しゃ

とならないため、原
げん

則
そく

として授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

 
を徴

ちょう

収
しゅう

します。 
※ 政

せい

令
れい

指
し

定
てい

都
と

市
し

の場
ば

合
あい

は、調
ちょう

整
せい

控
こう

除
じょ

の額
がく

に３／４を乗
じょう

じて計
けい

算
さん

します。 
（注
ちゅう

２） 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

から、所所
しょ

得得
とく

制制
せい

限限
げん

にによよりり就就
しゅう

学学
がく

支支
し

援援
えん

金金
きん

のの適適
てき

用用
よう

外外
がい

ととななっったた生生
せい

徒徒
と

ににつついいててはは、、授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

免免
めん

除除
じょ

のの申申
しん

請請
せい

をを行行
おこな

っってていいたただだくくここととでで、、授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

をを全全
ぜん

額額
がく

免免
めん

除除
じょ

ししまますす。。詳詳
しょう

細
さい

は入
にゅう

学
がく

が決
けっ

定
てい

した際
さい

に、

入
にゅう

学
がく

予
よ

定
てい

の学
がっ

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。 
    ※ 所

しょ

得
とく

制
せい

限
げん

以
い

外
がい

の理
り

由
ゆう

（在
ざい

学
がく

期
き

間
かん

等
とう

）により就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

が適
てき

用
よう

外
がい

となった場
ば

合
あい

は免
めん

除
じょ

の対
たい

象
しょう

外
がい

です。 
（注

ちゅう

３） 授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

の納
のう

入
にゅう

回
かい

数
すう

は２回
かい

ですが、分
ぶん

割
かつ

払
ばら

いとすることも可
か

能
のう

です。 
※ 入入

にゅう

学学
がく

料料
りょう

及及
およ

びび授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

のの納納
のう

入入
にゅう

がが経経
けい

済済
ざい

的的
てき

にに困困
こん

難難
なん

なな家家
か

庭庭
てい

ににつついいててはは、、免免
めん

除除
じょ

又又
また

はは２２分分
ぶん

のの１１にに減減
げん

額額
がく

すするる制制
せい

度度
ど

  
ががあありりまますす。。  
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77..  EEnnttrraannccee  EExxaammiinnaattiioonn  FFeeee  aanndd  TTuuiittiioonn  FFeeee  
(1) Entrance Examination Fee, Admission Fee and Tuition Fee                  

（As of April 1, 2024） 

Category 
Entrance 

examination 
fee 

Admission 
fee 

Tuition Fee (Note 1) 
(Correspondence tuition for correspondence course) 

Annual amount 
Number 

of 
payments 

Amount per 
payment 

Full-time 2,200 yen 5,650 yen    118,800 yen 

2 times 
(Note 2) 

1st payment: 
3/12 of the 

annual amount 
2nd payment: 

9/12 of the 
annual amount 

 

Part-time 950 yen 2,100 yen    32,400 yen 
Part-time 
(credit system) 950 yen 2,100 yen 1,740 yen per unit 

×number of credits taken 

Correspondence 950 yen 500 yen 336 yen per credit 
×number of credits taken 

(Note 1) TThhee  TTuuiittiioonn  SSuuppppoorrtt  SSyysstteemm  ffoorr  HHiigghh  SScchhoooollss,,  eettcc.. has been adopted for students who 
entered high school in or after April 2014 academic year. The Tuition Support Fund System 
aims to support a student in a household with the municipal standard taxable income 
multiplied by 6% after subtracting municipal income tax adjusted deduction (※) below 
304,200 yen (or below an annual income of about 9,100,000 yen). If a student in an eligible 
household applies and his/her application is approved, the tuition support fund is provided 
to the student’s school to offer the student free tuition, etc. Repayment is not required.  
HHoowweevveerr,,  iiff  nnoo  aapppplliiccaattiioonn  ffoorr  tthhee  ssuuppppoorrtt  iiss  ffiilleedd,,  tthhee  ttuuiittiioonn  ffeeeess  nneeeedd  ttoo  bbee  ppaaiidd..  
In addition, students who have already graduated from high school or have attended school 
for a period exceeding the term of study (36 months for full-time and 48 months for part-time) 
are not eligible for this tuition support, and tuition is collected as a rule. 
※In the case of ordinance-designated cities, it is calculated by multiplying the amount of 
adjusted deduction by 3/4. 

 (Note 2) SSiinnccee  22002244,,  ffoorr  tthhee  ssttuuddeennttss  nnoott  aapppplliiccaabbllee  ffoorr  tthhee  ttuuiittiioonn  ssuuppppoorrtt  dduuee  ttoo  iinnccoommee  rreessttrriiccttiioonnss,, 
tthhee  ssyysstteemm  ooff  ttoottaall  eexxeemmppttiioonn  iiss  aavvaaiillaabbllee  bbaasseedd  oonn  aapppplliiccaattiioonn  ffoorr  eexxeemmppttiioonn  ooff  ttuuiittiioonn  ffeeeess.. 
For details, when your admission to a Tokyo metropolitan high school is determined, contact 
the high school you are to be enrolled. 

    ※In of a student not applicable for the tuition support by reason other than income restrictions 
(period of school attendance etc.), he/she is not eligible for such exemption of tuition fees. 

 (Note 3) Tuition payment should be made in two installments, but payment by more installments is 
also available. 
※FFoorr  ffaammiilliieess  wwiitthh  ffiinnaanncciiaall  ddiiffffiiccuullttiieess  iinn  ppaayyiinngg  tthhee  aaddmmiissssiioonn  ffeeee  aanndd  ttuuiittiioonn  ffeeee,,  aa  ssyysstteemm  ooff  
eexxeemmppttiioonn  oorr  rreedduuccttiioonn  bbyy  5500%%  iiss  aavvaaiillaabbllee..  
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（２）奨
しょう

学
がく

のための給
きゅう

付
ふ

金
きん

について 
高
こう

校
こう

では、入
にゅう

学
がく

料
りょう

及
およ

び授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

とは別
べつ

に、学
がっ

校
こう

ごとに決
けっ

定
てい

した修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

等
とう

積
つみ

立
たて

金
きん

、生
せい

徒
と

会
かい

費
ひ

、

定
てい

時
じ

制
せい

の給
きゅう

食
しょく

費
ひ

等
とう

の学
がっ

校
こう

徴
ちょう

収
しゅう

金
きん

の徴
ちょう

収
しゅう

があります。  
平
へい

成
せい

２６年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

から、授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

・通
つう

信
しん

教
きょう

育
いく

受
じゅ

講
こう

料
りょう

以
い

外
がい

の教
きょう

育
いく

に必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

（教
きょう

科
か

書
しょ

費
ひ

、教
きょう

材
ざい

費
ひ

、学
がく

用
よう

品
ひん

費
ひ

、通
つう

学
がく

用
よう

品
ひん

費
ひ

、教
きょう

科
か

外
がい

活
かつ

動
どう

費
ひ

、生
せい

徒
と

会
かい

費
ひ

等
とう

）の負
ふ

担
たん

を軽
けい

減
げん

するため、高
こう

校
こう

生
せい

等
とう

がいる

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

又
また

は都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

及
およ

び区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

が非
ひ

課
か

税
ぜい

の世
せ

帯
たい

を対
たい

象
しょう

に

奨
しょう

学
がく

のための給
きゅう

付
ふ

金
きん

の認
にん

定
てい

を受
う

けた方
ほう

に給
きゅう

付
ふ

金
きん

を支
し

給
きゅう

しています。返
へん

済
さい

の必
ひつ

要
よう

はありません。 
 
世
せ

 帯
たい

 区
く

 分
ぶん

 課
か

 程
てい

 等
とう

 給
きゅう

付
ふ

額
がく

（年
ねん

額
がく

） 

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

 

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

 

32,300円
えん

 定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

 

通
つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

 

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

及
およ

び

区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

が 

非
ひ

課
か

税
ぜい

の世
せ

帯
たい

 

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

 
第
だい

１子
し

 122,100円
えん

 
定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

 

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

 第
だい

２子
し

以
い

降
こう

（１５歳
さい

以
い

上
じょう

２３歳
さい

未
み

満
まん

の扶
ふ

養
よう

されている兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

又
また

は高
こう

校
こう

生
せい

等
とう

である兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

がいる方
かた

） 

143,700円
えん

 

定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

 

通
つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

 50,500円
えん
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(2) Benefits for Expenses Other than Tuition 
Other than admission fee and tuition fee, high schools collect some fees for school activities 

such as reserve funds for excursions, expenses for student council activities, school meal fees for 
part-time course etc., which are determined by each school.  

In order to reduce the burden of school related expenses other than tuition fee and 
correspondence tuition (such as expenses for textbooks, educational materials school supplies, 
supplies necessary for commuting to school, extra-curricular activities and student council 
activities) the scholarships are offered to high school students in households on welfare support 
or prefectural and municipal tax-free households and who entered high school in or after April 
2014 academic year if it is approved. Repayment of the benefit is not required.  

 
Household category Course, etc. Benefits  

(annual amount) 

Households on welfare 
support 

Full-time 
32,300 yen Part-time 

Correspondence 

Prefectural and Municipal 
income tax-free households 

Full-time First child 122,100 yen Part-time 

Full-time Second or later-born child (household 
with other dependent sibling(s) who is 
between aged 15 and under 23, or who 
is a high school student(s), etc.)  

143,700 yen 
Part-time 

Correspondence 50,500 yen 
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（３）給
きゅう

付
ふ

型
がた

奨
しょう

学
がく

金
きん

について

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

から、家
か

庭
てい

の経
けい

済
ざい

状
じょう

況
きょう

にかかわらず、誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して学
まな

び、もてる可
か

能
のう

性
せい

を最
さい

大
だい

限
げん

伸
の

ば

すことができるよう、学
がく

習
しゅう

の成
せい

果
か

を明
あき

らかにする資
し

格
かく

試
し

験
けん

や学
がっ

校
こう

における勉
べん

強
きょう

合
がっ

宿
しゅく

・語
ご

学
がく

合
がっ

宿
しゅく

等
とう

の

教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

にかかる経
けい

費
ひ

等
とう

を、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の代
か

わりに負
ふ

担
たん

する都
と

独
どく

自
じ

の現
げん

物
ぶつ

給
きゅう

付
ふ

方
ほう

式
しき

の奨
しょう

学
がく

金
きん

制
せい

度
ど

が導
どう

入
にゅう

されました。

支
し

給
きゅう

対
たい

象
しょう

者
しゃ

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

等
とう

に在
ざい

籍
せき

する生
せい

徒
と

のうち、以
い

下
か

の条
じょう

件
けん

に該
がい

当
とう

する方
かた

です。

世
せ

帯
たい

区
く

分
ぶん

給
きゅう

付
ふ

限
げん

度
ど

額
がく

（上
じょう

限
げん

）

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

、

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

及
およ

び区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

が

非
ひ

課
か

税
ぜい

の世
せ

帯
たい

５０,０００円
えん

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

及
およ

び区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

の

合
がっ

算
さん

が８５,５００円
えん

未
み

満
まん

の世
せ

帯
たい ３０,０００円

えん

※ 上
じょう

記
き

世
せ

帯
たい

の生
せい

徒
と

が申
しん

請
せい

を行
おこな

い、受
じゅ

給
きゅう

認
にん

定
てい

されることにより、生
せい

徒
と

が通
かよ

う学
がっ

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

にかか

る経
けい

費
ひ

にあてるものとして支
し

給
きゅう

する制
せい

度
ど

です。返
へん

済
さい

の必
ひつ

要
よう

はありません。ただし、学
がっ

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

しない場
ば

合
あい

は支
し

給
きゅう

対
たい

象
しょう

となりません。

具
ぐ

体
たい

的
てき

な対
たい

象
しょう

経
けい

費
ひ

については学
がっ

校
こう

によって異
こと

なりますので、詳
しょう

細
さい

は入
にゅう

学
がく

が決
けっ

定
てい

した際
さい

に、入
にゅう

学
がく

予
よ

定
てい

の学
がっ

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。

（1）から（３）まで、また、制
せい

度
ど

全
ぜん

般
ぱん

については、以
い

下
か

に問
と

い合
あ

わせてください。

東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

都
と

立
りつ

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

部
ぶ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

経
けい

理
り

担
たん

当
とう

電
でん

話
わ

０３（５３２０）７８６２（直
ちょく

通
つう

）
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(3) Scholarship with no repayment required
Since the 2017 academic year, the Tokyo Metropolitan Government has adopted its own 

scholarship system so that all students can learn without any worries and maximize their 
capability and potential regardless of the financial situation of each household. This system, a type
of providing benefit in kind has covered the expenses for educational activities such as certification
examinations to demonstrate students’ learning outcomes, study camps, language-learning camps 
at schools etc. on behalf of their guardians.

The recipient must be a student at a Tokyo metropolitan high school and must meet the 
conditions below:

Household category Maximum amount of scholarship 
(upper limit)

Households on welfare support or prefectural and 
Municipal income tax-free households 50,000 yen

Households with the amount of prefectural and 
municipal income tax below 85,500 yen 30,000 yen

※ This is the system where the fund is provided to a student in a household described above to 
cover the expenses for the educational activities of the school that the student attends if the 
student applies and is approved to receive the fund. Repayment of the fund is not required. 
However, if a student does not participate in the school educational activities, the fund is not
provided.
The specific activities for which expenses should be covered vary in each school. Therefore, when 
admission is granted, please inquire for details with the school where the student to be enrolled.

For more information on (1) to (3) and the system as a whole, please contact the Tokyo Metropolitan 
Office of Education, Metropolitan School Education Division, Senior High School Education Section in 
charge of accounting on the following phone number: Tel. 03(5320)7862 (direct dialing).
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本
ほん

事
じ

業
ぎょう

の詳
しょう

細
さい

及
およ

びお住
す

まいの区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

の窓
まど

口
ぐち

の連
れん

絡
らく

先
さき

については、以
い

下
か

に問
と

い合
あ

わせてください。

東
とう

京
きょう

都
と

福
ふく

祉
し

局
きょく

生
せい

活
かつ

福
ふく

祉
し

部
ぶ

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

課
か

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

担
たん

当
とう

電
でん

話
わ

０３（５３２０）４０７２（直
ちょく

通
つう

）

◎ 受
じゅ

験
けん

生
せい

チャレンジ支
し

援
えん

貸
かし

付
つけ

事
じ

業
ぎょう

のご案
あん

内
ない

中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

等
とう

の受
じゅ

験
けん

生
せい

を養
よう

育
いく

する一
いっ

定
てい

所
しょ

得
とく

以
い

下
か

の世
せ

帯
たい

を対
たい

象
しょう

に、学
がく

習
しゅう

塾
じゅく

代
だい

や受
じゅ

験
けん

料
りょう

に必
ひつ

要
よう

な

資
し

金
きん

を貸
か

し付
つ

けることにより、子
こ

供
ども

たちの進
しん

学
がく

を支
し

援
えん

します。

＜概
がい

要
よう

＞

１ 対
たい

象
しょう

中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

又
また

はこれに準
じゅん

じる方
かた

を養
よう

育
いく

する一
いっ

定
てい

所
しょ

得
とく

以
い

下
か

の世
せ

帯
たい

の生
せい

計
けい

中
ちゅう

心
しん

者
しゃ

２ 貸
かし

付
つけ

内
ない

容
よう

塾
じゅく

代
だい

及
およ

び受
じゅ

験
けん

料
りょう

の貸
かし

付
つけ

を行
おこな

い、進
しん

学
がく

（入
にゅう

学
がく

）した場
ば

合
あい

は償
しょう

還
かん

を免
めん

除
じょ

します。

３ 貸
かし

付
つけ

金
きん

額
がく

等
とう

塾
じゅく

代
だい

上
じょう

限
げん

２００，０００円
えん

、 受
じゅ

験
けん

料
りょう

上
じょう

限
げん

２７，４００円
えん

（４校
こう

まで）

※ 受
じゅ

験
けん

料
りょう

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

学
がく

考
こう

査
さ

料
りょう

のほか、私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

等
とう

の受
じゅ

験
けん

料
りょう

も対
たい

象
しょう

です。

ただし、１校
こう

あたり上
じょう

限
げん

２３，０００円
えん

です。

４ 貸
かし

付
つけ

利
り

率
りつ

無
む

利
り

子
し

５ 申
もうし

込
こみ

方
ほう

法
ほう

お住
す

まいの区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

の窓
まど

口
ぐち

にお問
と

い合
あ

わせの上
うえ

、お申
もう

し込
こ

みください。

＜貸
かし

付
つけ

要
よう

件
けん

＞

〇世
せ

帯
たい

（父
ふ

母
ぼ

等
とう

養
よう

育
いく

者
しゃ

）の総
そう

収
しゅう

入
にゅう

又
また

は合
ごう

計
けい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

が一
いっ

定
てい

の基
き

準
じゅん

以
い

下
か

であること

（収
しゅう

入
にゅう

基
き

準
じゅん

の一
いち

例
れい

）※総
そう

収
しゅう

入
にゅう

の場
ば

合
あい

世
せ

帯
たい

人
にん

数
ずう

２人
にん

３人
にん

４人
にん

一
いっ

般
ぱん

世
せ

帯
たい

4,410,000円
えん

5,049,000円
えん

ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

4,057,000円
えん

4,966,000円
えん

5,772,000円
えん

〇そのほかにも貸
かし

付
つけ

の要
よう

件
けん

があります。

〇詳
しょう

細
さい

は専
せん

用
よう

Webサイト（https://jukenchallenge.jp/）をご確
かく

認
にん

ください。

事
じ

業
ぎょう

キャラクター

「チャレニャン」
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For details of this project and the contact information of the counter of your municipalities, 
please contact the following: Tokyo Metropolitan Government, Bureau of Social Welfare, 
Welfare Division, Community Welfare Section in charge of Daily Life Support: Phone: 
03(5320)4072 (Direct Line)

◎ Information on the loan project to support students taking entrance examination
This is a supporting project for students who wish to go to high schools by loaning the necessary 

funds for cram school fees and examination fees to households that raise students taking 
entrance examination such as third-year junior high school students with incomes below a certain 
level.

＜Overview＞

1. Available to: The biggest earner of the household with a certain income or less that raises 
third-year junior high school students or those who are similar

2. Loan details: Loaning the cram school fee and the examination fee, and if a student is
admitted (enrolled), he/she will be exempt from reimbursement.

3. Loan amount, etc.: Upper limit for the cram school fee is 200,000 yen, and for examination fee, 
27,400 yen (up to 4 schools).
※The examination fee includes the entrance fee for metropolitan high schools 
as well as that for private high schools.
However, the upper limit is 23,000 yen per school.

4. Loan interest rate: Interest-free
5. How to apply: Please contact your municipalities and apply.

＜Loan Requirements＞
〇The total income or total income after deduction of the household (caregivers such as 
parents) must be below a certain level.
(Example of income level)※In the case of total income

Number of 
Household 
Members

Two Three Four

General 
Household

4,410,000 yen 5,049,000 yen

Single-parent 
Household

4,057,000 yen 4,966,000 yen 5,772,000 yen

〇There are loan requirements other than the above.
〇Please see the following dedicated website（https://jukenchallenge.jp/）
for more information

Mascot character
“Challe-nyan”
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